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　学生寄稿　
北里大学夏休み子ども実験教室（報告）
井　渕　貫　太
北里大学理学部２年
概要
　昨年度に引き続き、教職課程履修学生を中心に本学学生ボランティアによる地域の小学
生向け科学実験イベント「北里大学夏休み子ども実験教室」を企画し、実施したので、そ
の経緯と成果を担当学生の視点から報告する。対象は小学5・6年生である。また、企画の
全ては本学教職課程センターの指導の下、学生主体で行われた。
開催日　　　　　　平成28年8月22日（月）～26日（金）
場所　　　　　　　北里大学理学部棟207実験室
　　　　　　　　　北里大学海洋生命科学部３階生物系実験室
　　　　　　　　　北里大学第一総合グラウンド（ペットボトルロケット実験のみ）
企画立ち上げ日　　平成28年４月９日（土）
企画参加者（本学学生）　41名
実験参加者（小学生）　　64名（申込者数は88名、台風による教室の一部中止等の結果）
費用　　　　　　　総額　　101,939円
学生責任者　　　　鈴木琴乃
指導教員　　　　　渡辺克己、山本明利、西村宗一郎
実験内容
　実験内容は以下の５つの講座に分けた。
A・「PETボトルロケット」：物理班
　ロケットの推進の原理を理解し、ペットボトルロケットを用いて体感的に理解を深めて
もらう。また、ロケットのもっとも飛ぶ角度や水と空気の割合などを考え仮説を立てても
らい、実際に飛ばし検証を行わせ、考察させる。その過程の中で理科における考える力を
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養う。
B・「鏡を作ろう」：化学班
　金属の性質を電気や磁石などで実際に実験を行い理解する。また、銀鏡反応によって、
物質がイオンという形で存在すること、反応によってどのような変化をするかなどを理解
してもらう。
C・「酵素（こうそ）のはたらき」：生物班
　生物の生体内で存在する酵素について理解する。顕微鏡を用いデンプンの分解を観察し
酵素が働いていることを確認する。さらに、酵素とはどのような形をしているのかなどを
説明する。
D・「不思議な結晶」：地学班
　昔、天気予報として使用されていたストームグラスを実際に作り、温度の条件を変え、
視覚的に理解してもらう。また、今回の実験は家庭にあるものだけで行えるようにした。
さらに、今の天気予報・昔の天気予報の違いを理解させる。
E・「土の中のモンスター」：生物研究会
　本学構内の土壌を用い、土壌内の動物・微小動物を顕微鏡を使用し観察する。その際、
ツルグレン装置などの説明を行い、微小動物の性質を理解する。さらに、土壌生物の働き
を学び、食物連鎖の関係性を学んでもらう。
　各講座はそれぞれ２時間で行った。
組織形態
　この企画に関する組織には主に以下の２つの区分がある。
・実験班
　実験教室において小学生に対し直接関わり指導する役割を担う。それぞれ物理班、化学
班、生物班、地学班、生物研究会の５班とした。当日の指導役以外にも実験内容の構成、
準備、器具や材料の仕入れなども班単位で行った。
・総務
　実験教室における企画全体の経理、スケジュール調整、広報活動など運営に関するすべ
ての業務を執り行う、企画運営の中核となる役割を担う。
　また、これに学生のまとめ役として学生責任者、企画の責任者である代表（教授）、実
験に関するアドバイスをするスペシャルアドバイザーがいる。
実験教室を立ち上げた目的・経緯
　「小学生に理科の楽しさを教える」「教職を目指す学生のアクティブラーニング」の二つ
が本企画の目的である。立ち上げから当日の手配まで企画の全てを学生が主体となって執
り行うことから、特に二つ目の「教職を目指す学生のアクティブラーニング」が全体の大
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きな目的になっている。
　経緯として、昨年度開催された企画に参加した企画者が、自分なりの本企画を行いたい
という思惑があり、渡辺克己教授に昨年度に引き続き開催したい旨を伝えたことがこの企
画が立ち上がるきっかけとなった。
開催当日までの準備期間
　実験教室開始日までおおよそ実験班は３ヶ月、総務は４ヶ月の準備期間を要した。準備
から実施に至る主な経過は以下に示すとおりである。
　　４月　…上旬に学生責任者と私により企画の立ち上げと総務の前身となる部署が設立さ
れた。その後、教職課程を履修する学生に宣伝を行い、人員が増加しその部署
を改めて総務が設立された。
　　　　　また、実験班における班長を決定した。
　　５月　実験班
　　　　　　下旬に班長を中心に、班員を集め顔合わせ。
　　　　　総務
　　　　　　上旬に実験項目の決定、下旬に応募のあった班員の分配を行った。
　　６月　実験班
　　　　　　実験内容・構成の決定、仮企画書の提出。
　　　　　総務
　　　　　　各班の企画書チェック、広報活動についての話し合い。
　　７月　実験班
　　　　　　本企画書提出、実験準備。下旬は試験期間により活動休止。
　　　　　総務
　　　　　　…広報活動本格化（HP、Twitter、ビラ配り）、参加希望者受付の設置、日程調整、
実験室で使用する場所や道具の手配と確保。下旬は試験期間により休止。
　　８月　実験班　
　　　　　　本番に向けてのリハーサル。
　　　　　総務　
　　　　　　…参加希望者の応募に関する対応（抽選、メールとハガキによる抽選結果の発
表等）、実験班の手伝い、日程の最終調整。
広報活動
　主な広告手段は相模原市南区の24の小学校に送付した、対象となる小学校5，6年生の人
数分のビラと各校5枚ずつのポスターである。また、HPとTwitter、大学内の理学部、海
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洋生命科学部、医療衛生学部、看護学部、L1号館、L2号館の掲示板にポスターを掲示し
たりもした。
実験教室当日
　当日は欠席者、遅刻者は殆どなく、また実験教室開始時刻が大幅に遅れることもなかっ
た。実験教室自体も指導する学生、参加者の小学生共々和やかな雰囲気で行われており、
中には参加者の付添い人・保護者等が一緒になって楽しんでいる実験も見られた。実験後
に提出してもらったアンケートによると、実験教室に関する内容については、ほぼすべて
の項目で満足という回答が得られ、それ以外の回答は、道案内についてや実験中の手際の
悪さがについてが目立った。だが、実験教室全体を通して大きな問題もなく、無事に進行
した点については運営においても成功といえる。
　また、今回の実験教室初日に台風の接近により物理班・地学班は中止を余儀なくされた。
それに伴い、振替えて開催する旨を開催日前日に参加者に連絡したが、振替日に都合が悪
く参加できない小学生が出てしまった。
費用内訳
　実験教室の費用の内訳は以下の表のとおりである。
表１　　各項目における費用の内訳
物理班 化学班 生物班 地学班 生物研究会 総務 合計
10,103 1,164 3,294 4,039 1,836 81,503 101,939
（円）
　総務の費用には保険加入費用も含まれる。
改善点
　次年度へ向けての改善点として「開催場所への道案内について」「用具、物品に関する
手続きについて」「総務の内情の改革」の3点が挙げられる。
（１）開催場所への道案内について
　昨年度同様に当日の道案内として参加者に対し地図を送付した。だが、大学病院の工事
によりバス停の移動が重なった。そのため、こちらから送付した地図の道順では来ること
のできない事案が発生した。その際、総務で看板・案内人を立て案内を実行した。しかし、
ほとんどの参加者が独自の道順で開催場所まで来ていた。看板・案内人がわからなかった
という意見も頂いている。次回行う際は、構内で行われる工事や行事を念頭に置き、案内
を考えなければいけない。また、看板・案内人を立たせる際は目立つように対策をしなく
てはいけない。
（２）用具、物品に関する手続きについて
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　今回、物理班「PETボトルロケット」は第一総合グラウンドを開催場所として行った。
その際、部活動への許可や教学センターへの貸し出しの申請について班長が行うのか総務
で行うのかがあやふやになり混乱を招いた。基本的に教学センターへの「北里大学施設等
使用許可願」は使用の7日前までに提出をし許可を受けなければいけない。理学部外の施
設を使うことは今回初で対応が遅くなり進行に支障が出てしまった。次回以降、理学部に
限らず他の施設を使用する際は早めに申請をし、こちらの意図を理解してもらえるように
しなくてはならない。
（３）総務の内情の改革
　総務を行う中で人員不足が大きな問題であった。実験班・総務を完全に分けてしまった
ため、総務として動く人数が４名のみとなってしまった。さらに、両方の進行状況が細か
くわからず困惑する面もあった。改善策として、実験班・総務として分けるのではなく、
実験班班長には総務に参加してもらい総務の（軽度の）仕事を行うと同時に両方の状況を
確認する場を用意するべきであると考える。また、実験班のみになってしまうと班長会な
どだけの顔合わせになってしまい緊張感を持って参加できないこともあるだろう。
評価すべき点
　今回の実験教室で、企画の全てを学生が執り行ったという点が最も評価すべき点である。
　学外の至る所で似たような実験教室は行われており、この企画で行われた実験と同じ様
な内容を取り扱っているものもある。しかし大学生が自発的に企画を立ち上げ運営を行う
のは珍しいケースであり、その点に於いては学生が自ら行動して物事に取り掛かろうとす
る自発性に加え、企画を盛り上げようと議論するときの発言力や聞く力、そして考える力
が大きく養える場であった。このことはこの企画の全体の目的である、「教職を目指す学生
のアクティブラーニング」を十分に満たしている。
　その他にも、台風や工事など予期できぬ事態に対しても即時対応した点については実験
班、総務共々評価すべき点である。
　また、この企画自体として参加した小学生の理科に対する興味を引けたことは、「小学生
に自然科学の面白さを伝える」に繋がる結果となったと考えられる。
総括
　企画を進める中で準備不足があり、運営がスムーズに進まなかった点が見られた。
　立ち上げの当初は人数が多く集まらず、総務だけが先に先に行ってしまい実験班の状況
をまとめきれずにいた。そのため、総務・実験班に温度差が生まれてしまい連携が十分と
はいえなかった。準備についてもうまく連携が出来なかった点が見られた。そのため、各
班の班長・班員の仕事量は増えてしまったが、その分この企画に携わり得られたものは大
きかった。実際、学生に対してのアンケートではこの企画に関してかなり充実した印象を
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持った学生がほとんどであった。学生それぞれが自発性、協調性、発言力など何かしら得
たものがあるのだろう。この企画に携わったことは個々の学生の今後に大きくプラスに
なった可能性が高い。
　また、今回の企画にあたり多くの先輩方・同級生に力を貸していただいたことに感謝す
る。各自が持つ力を存分に発揮し、それぞれの仕事を全うできたからこそ最終的に良いも
のになったのだと断言できる。
申し送り事項
　この企画は年によって変わるものである。そのとき出会った人、賛同してくれた人その
人たちとともに作り上げる物であり、過去の内容から学ぶことは改善点についてのみであ
る。したがって内容についての申し送り事項は特にない。自由に作り上げてほしい。
　もし、まとめ役の経験者として言わせていただくのならば、周りをよく見てほしい。こ
の企画は多くの人の協力によってでき上がっている。「そのとき出会った人、賛同してく
れた人」とともに皆で作り上げるものである。全員が自分の意志でやりたいことを楽しん
でやれることが大切だ。指導者側が楽しくないことは参加した子供も楽しくない。「理科
の楽しさを教える」ためには自分が楽しくなければ伝わらないということである。
　後続の方へ、この企画は大変であるが、ここでしか手に入らない経験もある。ぜひ、い
ろいろな経験をしてみてほしい。
小学生のアンケートまとめ（総数67名）
①この実験教室のことをなにで知りましたか？
　学校でもらったチラシ… 53名
　インターネット… ７名
　ポスター… ２名
　その他… ５名
②あなたは理科が好きですか？
　好き… 50名
　どちらかと言えば好き… 10名
　嫌い… ０名
　どちらかと言うと嫌い… ２名
　ふつう… ５名
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③この実験教室は楽しかったですか？
　楽しかった… 62名
　やや楽しかった… ４名
　つまらなかった… ０名
　ややつまらなかった… ０名
　どちらとも言えない… １名
④この実験教室はためになりましたか？
　ためになる… 53名
　ややためになる… 11名
　ためにならない… ０名
　あまりためにならない… ０名
　どちらとも言えない… ２名
⑤この実験教室に参加して、理科や科学に興味がわきましたか？
　わいた… 47名
　ややわいた… 19名
　わかなかった… ０名
　あまりわかなかった… ０名
　どちらとも言えない… １名
⑥この実験教室にまた参加したいと思いますか？
　参加したい… 45名
　できれば参加したい… 16名
　参加したくない… ０名
　わからない… ６名
⑦感想など（重複する内容は除く）
　・楽しかった。資料、図、写真があり、とてもわかり易かった。帰ってゆっくり読んで
みたい。・ストームグラスとはどんなものかと思っていた。昔はこれを使っていたと知れ
て良かった。家でも観察してみたい。・今回の実験で知らない子とも仲良くなれたし、と
てもためになった。中学部があればまた来たいです。・上手くできて嬉しかった。やって
いる時とても楽しかった。スタッフさんが優しく教えてくれたのでよくわかりました。今
までやった実験の中で一番楽しかったです。・家にあるものでできることがわかったので
家でも作ってみたい。・昔と現在を比べたら今の方が正確でわかりやすいけど、天気予報
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も分かるし、インテリアにもできるから面白いです。・結晶を目で見たことはあるけど作っ
たことがなく初めて作ったので実験が楽しく学べ嬉しかったです。・ストームグラスは初
めてみました。実際に自分達で作るのもすごく楽しかったです。機会があればまた参加し
たいです。・スタッフさんがやさしく分かりやすく教えてくださったおかげでとても楽し
く活動することができました。また参加したいです。・楽しく実験をやることができた。
学校でもこのことをいかして、理科の実験などをやっていきたいです。・本で読んだもの
を本当に作ることができてよかった。・毎日記録して天気予報とあっているのか確かめた
いです。・こういう実験はしたことがなったので楽しかった。理科はあまり好きではない
けど楽しかった。・楽しかったお金が電気を通すことやいろいろな金属の種類がわかって
よかった。・この実験で理科が好きになった。・銀イオンや亜鉛イオンなど専門的な用語が
覚えられてよかった。・金属について色々知れてよかった・わからないことをやさしく教
えてくれた。・テキストをいつか使うと思うのでしっかり取っておいて時々見ようと思い
ます。・調節が難しかった。でも上手く飛んだ時とてもうれしかった。上手く飛ぶように
とても考えた。・もっと飛ばす時間が欲しかった。・作るところから実際に飛ばすところま
で楽しめた。説明がとてもわかり易くためになった。・水と空気の割合を考えるのが難し
かった。・家でも作ってみたい・次やるときにはもっと飛ばしたい。・今度は友達と参加し
たい・雨が降って残念だった。・けんび鏡が使えるようになった。・酵素の実験は初めてで
とても楽しかった。・酵素についてよく知れた。・いろんな実験をして楽しかった。アミラー
ゼとか名前を知れた。・酵素に魅力を感じた。・顕微鏡を使えてよかった・見たことある顕
微鏡とは違う顕微鏡だったので使えて嬉しかった。・小さい生き物を見られてよかった・
土の中の生き物が死んでしまうと自分自身もそうなるかもしれないのでなるべく環境破壊
しないようにしたい。・自分の知らない生き物を知れてよかった・土の中にも生き物がい
ることを知って驚いた。・目には見えないが暮らしを支えていてすごいと思った。
保護者アンケートの回答
～実験に関して～
・普段なかなか使用しない実験道具に触れて興味津々だった。手順よくでき、一つ一つ丁
寧にできていた。・子どもも学校と違った実験で楽しんでいた。説明が分かりやすかった。・
もう少し手際よく進むと良かった。・注意点などもきちんと説明してくれて安心していら
れた・実験器具についての準備が足りていないように感じた。・少人数なので大丈夫であっ
たが、溶液を持って集まるときにグループごとに分けるなどの対策があると良い。・樟脳
について臭いの話をするのであれば、もう少し膨らませてみてはどうか。・観察するとき
にスケッチなどさせても良いと感じた。・大人用の資料の方にある説明を待ち時間などに
子どもに説明しても良いと思う。・結晶の話をする際、溶けているということを強調でき
ると良い。・本格的な実験を体験できたことがとても良かった。話だけでなく実際に手を
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動かしてみることで理解が進むと思った。・少し難しい内容だったがだからこそ普段体験
できない良い経験をさせてもらい良かった。・専門知識を分かりやすく解説していただけ
たので見学していても参加したくなった。・時間配分がうまかった。休憩をいれていて良
かった。グループ内で子供同士も仲良く慣れていたようだった・白衣やメガネを付けるこ
とで科学者になりきっている子供を見れてよかった。・目に見える変化が大きいほど喜ぶ
のでまたやってほしい。・各テーブルひとりずつ付いて下さったので安心して実験に取り
組めていたように感じた。・大人が聞いてもびっくりするような内容を小学生に優しく丁
寧に説明しながら教えてもらい良かった。・台風で実験中止かと思ったが別の日に振り替
えてもらい嬉しかった。・物理などに関してまだなにもわかっていない息子だがこのよう
な触れ合いを通して興味を持って欲しい。・作る作業では自分なりに工夫して作っていて
楽しそうだった。外では雨も気にせず飛ばしてみたかったようです。・雨の中の実験でし
たが楽しく出来たようでした。・第１希望の教室に参加できよかった。・成功体験も必要な
ので１つでも準備しといても良かったかも。・話が分かりやすく良かった。また、助手が
近くでサポートしていてよかった・顕微鏡をほぼ一人で１台使わせていただき、またマン
ツーマンで指導してもらい子ども達も満足そうで親としても嬉しかった。・前後の変化を
見れて楽しそうだった。・難しい内容だからこそ考察もほどほどに。・意外と忘れているも
のだと思った。・家では出来ないことなのですごく良い機会になった。・１対１でいてくれ
たので取り残されることなく参加できたと思う。・虫は苦手な方なので心配だったが、ピ
ンセットで夢中に虫を探していた。・実験内容が子供が自分で作業し結果につながるもの
だったのでやりがいを感じられたと思う。・普段土の中を探すことなんてないのでよかっ
た。見たことない虫がたくさんいるのだと知り親子ともに驚いた。
～その他～
・待ち時間に私語的な話をしていたのが残念だった。・参加費が安く参加しやすい。・子ど
もは慎重になるのでもう少し段取り良くできるとよい。・知的でありながらも明るくフレ
ンドリーな雰囲気があって、良い大学なのだと思った。・待ち時間がもったいなかった。
対処できる問題なのでぜひ対処していただきたい。・担当の方が色々話しかけてくれたの
で緊張がほぐれたようであった・子供に関する質問だけでなくせっかくなので大学生がど
んなことを学んでいるのか等を話してあげてもいいと思った・入口がわかりにくかった。
科学好きでない子への配慮が足りない。・時期が遅いと思ったが、他の宿題をすべて終わ
らせてこの実験での自由研究を残すのみとできたので結果的に良かった。・今回をきっか
けに化学や実験に興味を持ってくれると良いなと思った。いま理解できなくても後々役立
てばいいとも思った。・実験設備の整った実験室に行ってみたかったので本人は喜んでい
たと思う。・親の世代に比べて理科の実験が激減している理由がわかった気がした。準備
に危険対策に人手がかかること。だからこそこのような場で子ども達が体験できたことが
良かった。・大学に興味が湧いたようでした。・低学年向けの実験教室あればと思う。兄弟
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での参加もしたい。・実験がうまくいかないことも考えて、時間の設定をされていると良
いと思った。・何時ぐらいに休憩を入れるのかを教えてもらえると助かる。難しい内容だ
がこういった学習機会はたくさんやってほしい。・季節ごとの実験などやってもらいたい。・
北里の学生さんのような大学生になって欲しいと感じた。・昨年も今回も下の子にも体験
させてもらい良かった。子供が何気なしに「大学生のお兄さん優しいね」と行っていまし
た・外での大規模な実験体験はとても貴重な体験になりました。・子供にとって大学生の
お兄さんは憧れの存在だと思います。是非また来たいです。・スタッフのみなさんが北里
大学でなにを勉強されていて、こういう企画をしてくださったのか紹介してほしかった。・
大学でどんなことをやっているかわかると興味が出るかもしれないので。
学生アンケートの結果
・小学生に分かるように話すのは苦労した。テキストやパワーポイントの改善を加え良い
ものができた。・班員で集まることが少なく話し合える時間がなかった。リハーサル時に
子供役が多いと助かる。・リハーサルがあまり役にたたなかった。時間があれば先生方に
リハーサルを見てもらいたい。・実験の説明やパワーポイントなどで使う言葉選びや漢字
に気を使った。・学生の目線で考えてしまった部分が多くあり、想定できていなかった部
分あった。・器具や薬品が少なく、子供の人数と合わなかったために時間がかかってしまっ
た。・色々な学部、学年の学生たちと集まって一つの企画を作っていくと様々な知識や視
点意見が入ってきてとても勉強になった。・知識として自身のなかった部分が自学や先生
方からのアドバイスで定義されて自分にとっても勉強になった。学部が異なると日程が異
なるので早めに調整をした方がいい。・一対一で実験ができ、自分も楽しみながらできて
良かった。・話が長いと子供はすぐに飽きてしまうので実験はたくさん盛り込めると良い
ものになると思った。・雨の中の実験だったにも関わらず小学生全員が楽しかったと言っ
てくれたことでこの実験を手伝えることができてよかったと思った。・目に見えて変化の
あることには小学生も良い反応を示すが動きの多いものには反応が悪いように見えた。・
テスト期間と準備期間がかぶったため大変だった。先生方の協力に感謝しています。・改
めて実験を通した理科の探求の重要さを確認できた。・準備は大変だったが、小学生が興
味深そうに楽しんでやってくれているのを見てやってよかったと思った。・小学生と私た
ちの感覚には大きな差があると感じた。こういった形で地域の方々と交流できるのは良い
と思います。・教職課程を取っている上で今回の経験はよい経験になった。今後の教職課
程に活かしていきたい。
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